
＜代議員会議＞

知道会の代議員会が，平成１５年１１

月２９日（日）午後１時から水戸京成ホ

テルにおいて開催され，会務の審議が行

われた。知道会の議決機関であるこの代

議員会議には，毎年積極的な参加がみら

れ，常任幹事をはじめ，学年・地域・職

域代議員併せて７０名の出席者があった。

　会は，総務委員会の蓼沼洋一氏の司会

により進行した。まず，物故者に対する

黙祷が行われ，西野虎之助会長，稲葉節

生学校長があいさつを述べた。次に，西

野会長を議長として議事に入った。

　議事では，前期の事業・決算について

の報告及び第５３期（平成１５年１０月

～平成１６年９月）の事業計画と予算が

山形晴一幹事長と長谷川國雄委員長から

発表され，審議の結果満場一致にて承認

された。

　なお，予算・決算の概要は別表のとお

りとなっている。

＜会員の集い＞

　講演会は，リリー文化学園理事長であ

る大久保博之さん（４７卒）を講師に迎え，

「幼稚園が小学校を造る理由」と題して１

時間にわたり行われた。

　私立小学校の設立は本県では５０年ぶ

りであり，現在の幼児教育に一石を投じ

るものとして期待が大きい。

今後の益々の発展を祈念することと

したい。

懇親会はピアノ演奏に迎えられ，華や

かなムードの中開演した。星野幸子さん

（５７卒）の司会で，西野会長，

稲葉校長から御挨拶をいただ

いた後，鏡開きが行われた。

乾杯と同時にトランペットの

ファンファーレが鳴り響いて

雰囲気を盛り上げ，引き続い

てトランペットによるコンサ

ートに入った。水戸市出身の

トランペット奏者斑目加奈さ

んによる約２０分間のミニコ

ンサートで，参加者皆がしば

し生演奏に聴き入った。

続いてお楽しみ抽選会が行

われた。５７年卒業生で代わ

る代わる抽選を行い，６０

名の方々が地元茨城の名産品

（納豆，殿中，ドラ焼き，木

内酒造のネストビール等）を

持ち帰ることとなった。

最後は，元応援団の鈴木和

彦さん（５７卒）のエールで

校歌を斉唱し，中締めとなっ

た。

会場は満員で，音楽と熱気

で賑やかな懇親会となった。







毎年春になると，医師や薬剤師
の国家試験合格者の氏名が新聞に載
る。何年か前に水戸一高を巣立って
いった名前をその中に見つけ，その
成長ぶりを思うとやはり嬉しい。同
じ時期，大勢の卒業生が大学や大学
院での勉強を終え，それぞれ社会へ
と巣立って行く。各界で活躍されて
いる先輩諸氏には，彼らを厳しく鍛
え，そして温かく見守ってくださる
ようお願いするばかりである。
今年もまた 328 人が水戸一高を

卒業していった。この学年から 8
クラスとなり，卒業生の数も 40名
あまり少なくなった。2年後の新課
程入試を目前にして，あまり後がな
い状況の中，東北大学や千葉大学で
合格者の数を増やした。また，私大
入試でも健闘し，早大，東京理科大
などで大幅増となった。一方，出願
先を絞り込んでいた理系や最難関校
では厳しい結果となった。
最終的には国公立大学合格者が昨
年とほぼ同数の 115 名，私大は延
べ 293 名（いずれも現役のみの数
字）で，実合格率も 63.9％と 4 年
ぶりに 60％を越えた。
主な大学の合格者数を以下に記し

た。（　）内は現役合格者数，昨年
度との増減は△▼で示した。
● 国公立大学
北海道大学          9  (4)   △  1
東北大学　　    33(18)   △ 10
茨城大学　　　11  (8)　△  5
筑波大学　　    23(16)   ▼  9
千葉大学　　　16  (8)　 △ 8
お茶の水大学　  2  (2)　 　 0
東京大学　　　11  (5)　 ▼ 7
東京外語大学　  4  (4)     △ 1
東京学芸大学　  4  (3)     △ 1
東京工業大学　  7  (3)     ▼ 4
一橋大学　　　  8  (6)  　▼ 1
横浜国立大学　  5  (4)  　▼ 1
京都大学　　　  8  (3)  　△ 4
東京都立大学　  7  (5)  　▼ 2

● 私立大学
青山学院大学　  21(14)   ▼ 4
慶応義塾大学　  47(18)   △ 9
上智大学　　　  16  (6)   △ 1
中央大学　　      43(17)   ▼ 9
東京理科大学      81(26)　△ 23
法政大学　　      21(13)　△ 1
明治大学　　      72(37)   △ 24
立教大学　　      28(17)   △ 2
早稲田大学　      99(50)   △ 27
立命館大学　　  22  (9)　△ 6

平成 15 年度の知道会褒賞は，3月
1日の卒業式当日，西野虎之助知道
会会長より授与が行われた。受賞し
た生徒は次のとおり。
（31組）
大山和生，木原貴俊，斉藤圭佑，
高橋祐介，藤枝勇也，前島祟宏

（32組）
樫村透，中根智寿，三村祐介

（33組）
勝山裕介，郡司圭，濱小路翔

（34組）
島田尚輝，中村恵，吉田勝

（35組）
海野千秋，海老澤美幸，大山里美，
岡沼杏子，坂本和也，山田真大

（36組）
阿久津理絵，佐藤悠人，寺門瞳

（37組）
菊池直樹，栗原祥一，野内敬之

（38組）
溝口琢朗



　次の方々が異動された（カッコ内
は教科及び本校在籍年数。）。
１ 転出
　橋本さと子（国語，14 年，石岡
　　第一高校）　
　木戸明良（理科，10 年，那珂湊
　　第二高校）
　中庭昌樹（国語，12 年，大洗高
　　校）
　額賀俊光（数学，8年，日立第一
　　高校）
　畠山弘恵（実習講師，17 年，太
　　田第二高校）
２ 転入
　森主計（保体，太田第二高校）
　萩原祟人（国語，石岡第一高校）
　大畠勇一（国語，太田第一高校）
　丹和夫（理科，水海道第二高校）
　柴崎孝浩（数学，八郷高校）
３ 採用
　佐々木悦子（実習助手）
　奈良惇（非常勤講師，社会）
４ 退職
　石川禎紀（国語，1年）
　花積秀樹（保体，1年）
　石田裕人（非常勤講師，社会，1年）

　私達弓道部は，日頃の練習が実を
結び，昨年の夏に長崎県大瀬戸町で
開催された長崎ゆめ総体へ茨城県男
子団体の代表として出場権を勝ち取
ることができました。全国各地津々
浦々の代表選手が集まった現地での
練習は，凄まじさを感じ取らずには
いられませんでした。結果は，予選
を通過し決勝トーナメントにまで駒
を進めましたが，一回戦で対する大
分・竹田高校に 2本の差をつけられ
涙を飲むものとなりました。しかし，
今回の大会では「団体戦」というも
のの素晴らしさを知ることができま
した。弓道という武道は基本的には
個人競技です。だけれど，インター
ハイの団体戦という種目において一
人で 20射皆中を出すことはできま

す。そのため作品自体は 7分程度
なのですが，収録には 2晩かかっ
てしまいます。
完成に至るまでには，畠山先生を
はじめとする諸先生方に本当にお世
話になりました。たった 7分間の
作品ですが，その中から得られたも
のは多く，特に一緒に制作した仲間
達の存在は，何事にもかえられない
ものだと思います。そしてまた今年
も一緒にいい作品を作るためにがん
ばっていこうと思います。

私達水戸一高棋道部女子が出場し
た大会と，その結果を紹介します。
5月　茨城県高文連春期将棋大会　
　女子団体戦 1位
6月　全国高校囲碁選手権茨城県大
　会　　女子団体戦 1 位，個人
　戦 1位萩谷，2位秋山
7月　全国高校囲碁選手権大会
　女子団体戦 2回戦敗退
8月　全国高校総合福井大会
　囲碁部門団体戦　2勝 4敗
11 月　茨城県高等学校周期囲碁大
　会　  女子団体戦 2位，女子個
　人戦 1位萩谷，2位萩野谷，3
　位秋山
　　茨城県高文連秋期将棋大会　
　女子個人戦 2位萩野谷，3位　
　秋山

1月　関東地区高等学校囲碁選手権
　大会（宇都宮市）
　女子個人戦 2位萩谷

せん。選手 5人の心技がすべて一
つになったとき初めて 20射皆中を
出すことができるのだと思います。
今回の大会で，結果としては良い
成績を出すことはできませんでした
が，仲間との繋がりはより強いもの
となりました。この先，関東大会や
インターハイなどの大きな大会が待
ち構えています。今までに培ってき
たものすべてを一つ一つの大会にぶ
つけて，悔いの残らない引退を迎え
たいと思います。これからも益々練
習に励んでいきますので，応援の程
よろしくお願いいたします。

放送委員会は去年の夏にＮＨＫ杯
全国高校放送コンテストのラジオド
ラマ部門に出場しました。
私達は，毎年このラジオドラマの

収録のために 1泊 3 日の合宿をし
ます。なぜ収録のために合宿をする
のかというと，良い環境で録音をす
るために，音楽室で，周囲の雑音の
少ない深夜に作業を行うからです。
音質に対するこだわりは強く，マイ
クのノイズや，かすかに聞こえる車
の走行音などが入らないように細心
の注意を払います。また，演技につ
いても妥協を許しません。キャスト
に選ばれた人は 2か月くらい前か
ら発声練習を始め，収録の時も納得
がいくまで何度も何度もやり直しま








